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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　便器本体を固定する便器固定部材と、
　前記便器固定部材に連結され、便器洗浄タンクを固定するタンク固定部材と、
　を備えた水洗式便器固定部材であって、
　前記便器固定部材は前記便器本体を固定した状態において、前記便器本体よりも後方で
左右に並んで上下方向に延びた一対の脚部を有し、
　前記タンク固定部材は、前記便器洗浄タンクに形成された流出口と前記便器本体に連通
する洗浄管とを接続するソケットが取り付けられ、
　前記ソケットの中心が、前記脚部の後端よりも前方に位置し、前記便器洗浄タンクの前
後方向の中央部に位置していることを特徴とする水洗式便器固定部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗式便器固定部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、架台（便器固定部材）に連結され、便器洗浄タンクを下方から支持し
て便器洗浄タンクを固定するタンク支持部材（タンク固定部材）を備えた便器装置が開示
されている。この便器装置は、便器洗浄タンクの下端面から下方向に一対の固定ボルトが
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延び、この固定ボルトを介して便器洗浄タンクをタンク支持部材に固定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－６６６７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１において、接続流路の中心が便器洗浄タンクの前後方向の前側に位
置している。これにより、架台に対する便器洗浄タンクの位置が後側に片寄った位置に配
置されている。このため、この便器装置は便器洗浄タンクを架台でバランスよく支持でき
ないおそれがある。
【０００５】
　本発明は、上記従来の事情に鑑みてなされたものであって、便器洗浄タンクを良好に支
持することができる水洗式便器固定部材を提供することを解決すべき課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の水洗式便器固定部材は、
　便器本体を固定する便器固定部材と、
　前記便器固定部材に連結され、便器洗浄タンクを固定するタンク固定部材と、
　を備えた水洗式便器固定部材であって、
　前記便器固定部材は前記便器本体を固定した状態において、前記便器本体よりも後方で
左右に並んで上下方向に延びた一対の脚部を有し、
　前記タンク固定部材は、前記便器洗浄タンクに形成された流出口と前記便器本体に連通
する洗浄管とを接続するソケットが取り付けられ、
　前記ソケットの中心が、前記脚部の後端よりも前方に位置し、前記便器洗浄タンクの前
後方向の中央部に位置していることを特徴とする。
【０００７】
　この水洗式便器固定部材は、タンク固定部材に取り付けられたソケットの中心が、脚部
の後端よりも前方に位置し、便器洗浄タンクの前後方向の中央部に位置しているため、便
器洗浄タンクの重心が便器固定部材のほぼ真上に位置することになる。このため、この水
洗式便器固定部材は、便器洗浄タンクを便器固定部材でバランスよく支持することができ
る。また、便器固定部材に対して便器洗浄タンクの位置がより前方向に位置することにな
るため、この水洗式便器固定部材は、便器本体の前端から便器洗浄タンクの後端までの寸
法をより小さくすることができ、設置した水洗式便器における前出寸法をより小さくする
ことができる。
【０００８】
　したがって、本発明の水洗式便器固定部材は、便器洗浄タンクを良好に支持することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の水洗式便器固定部材が用いられた実施例１の水洗式便器を右方向から見
た側面図である。
【図２】本発明の水洗式便器固定部材の便器固定部材の斜視図である。
【図３】本発明の水洗式便器固定部材の便器固定部材の一部、タンク固定部材、及びソケ
ットの構成を示す分解斜視図である。
【図４】実施例１の水洗式便器の便器本体の後側を右方向から見た側面図である。
【図５】実施例１の水洗式便器のソケット、洗浄管、及びスパッドを右方向から見た側面
図である。
【図６】実施例１の水洗式便器のソケット、洗浄管、及びスパッドを右方向から見た側面
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図であって、洗浄管の両端部のそれぞれをソケット、及びスパッドに挿入した状態を示す
。
【図７】本発明の水洗式便器固定部材の便器固定部材の一部、タンク固定部材、ソケット
、及び便器洗浄タンクの一部を前方向から見た正面図である。
【図８】本発明の水洗式便器固定部材の便器固定部材の一部、洗浄管の一部、タンク固定
部材、ソケット、及び便器洗浄タンクの一部を右方向から見た側面図である。
【図９】本発明の水洗式便器固定部材の便器固定部材を設置面に固定した状態を示す斜視
図である。
【図１０】本発明の水洗式便器固定部材の便器固定部材に第１固定部材を固定した状態を
示す斜視図である。
【図１１】本発明の水洗式便器固定部材の便器固定部材にフレームを取り付け、さらにフ
レームに下側前板を取り付けた状態を示す斜視図である。
【図１２】本発明の水洗式便器固定部材の便器固定部材に便器本体を固定した状態を示す
斜視図である。
【図１３】実施例１の水洗式便器の便器本体のスパッドに洗浄管の下流端部を取り付けた
状態を示す要部を拡大した斜視図である。
【図１４】実施例１の水洗式便器の洗浄管の上流端部にソケットを取り付け、第１固定部
材に第２固定部材を連結した状態を示す要部を拡大した斜視図である。
【図１５】本発明の水洗式便器固定部材のタンク固定部材に便器洗浄タンクを固定した状
態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明における好ましい実施の形態を説明する。
【００１１】
＜実施例１＞
　実施例１の水洗式便器１は、図１に示すように、便器本体１０の後側に配置されるフレ
ーム５０、下側前板５１、及び上側前板５２等によって、便器本体１０を固定する、水洗
式便器固定部材９０である便器固定部材１１、洗浄水を貯蔵する便器洗浄タンク１２、及
び便器洗浄タンク１２を固定する、水洗式便器固定部材９０であるタンク固定部材１３等
が隠蔽される構成である。なお、上下は図１における上側下側であり、前後は図１におけ
る左側右側であり、左右は、図１における奥側手前側である。
【００１２】
　水洗式便器１は、便器固定部材１１、タンク固定部材１３、ソケット３０、便器本体１
０、洗浄管１４、及び便器洗浄タンク１２を備えている。
【００１３】
　便器固定部材１１は、図２に示すように、一対の脚部１１Ａ、及び一対のベース部１１
Ｂを有している。一対の脚部１１Ａは上下方向に延びて互いに平行に位置している。一対
のベース部１１Ｂは各脚部１１Ａの下端のそれぞれに設けられ水平方向に拡がっている。
　また、各脚部１１Ａの上下方向の中間部には、便器本体取付けボルト１１Ｃが互いに水
平方向に平行に延びて設けられている。便器本体取付けボルト１１Ｃは一対の脚部１１Ａ
が並ぶ方向に対して直交する方向の一方側に延びている。また、各脚部１１Ａの上下方向
の中間部のそれぞれには、平板状をなして互いに対向する方向に延びる固定片１１Ｄが設
けられている。各固定片１１Ｄには、板厚方向に貫通した複数の挿通孔１１Ｅが形成され
ている。
　便器固定部材１１は、各ベース部１１Ｂの下面を設置する設置面Ｆに当接させ、各ベー
ス部が設置面Ｆに固定されている（図１、９参照。）。
【００１４】
　タンク固定部材１３は便器固定部材１１に取り付けられる。タンク固定部材１３は、図
３に示すように、第１固定部材１３Ａ、及び第２固定部材１３Ｂを有している。第１固定
部材１３Ａは、第１固定部材本体１３Ｃ、及び一対の連結片１３Ｄを具備している。第１
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固定部材本体１３Ｃは水平方向に拡がる平板状をなし、一方向に延びている。第１固定部
材本体１３Ｃは一方向に延びる辺（以降、長手方向の辺ともいう）の中央部に一方の長手
方向の辺から他方の長手方向の辺に向けてコ字状に切り欠かれた第２切欠き部１３Ｅが形
成されている。また、第１固定部材本体１３Ｃは、第２切欠き部１３Ｅを長手方向に挟ん
で第２切欠き部１３Ｅの近傍に一対のねじ孔１３Ｆが形成されている。また、第１固定部
材本体１３Ｃは長手方向の両端の辺（以降、短手方向の辺ともいう）のそれぞれに、短手
方向の辺から突出して延びる延長部１３Ｇが設けられている。各延長部１３Ｇの先端部に
は板厚方向に貫通してねじ孔１３Ｈが設けられている。
　また、第１固定部材本体１３Ｃの他方の長手方向の辺には屈曲して上方向に延びて立上
がり部１３Ｖが設けられており、立上がり部１３Ｖの先端の中央部には、立上がり部１３
Ｖに対して直交する方向であって、第１固定部材本体１３Ｃから離れる方向に延びて水平
部１３Ｗが設けられている。
【００１５】
　一対の連結片１３ＤはそれぞれがＬ字状をなしている。各連結片１３ＤはねじＳ５を用
いて第１固定部材本体１３Ｃに着脱自在に連結されている。具体的には、各連結片１３Ｄ
は第１固定部材本体１３Ｃの第２切欠き部１３Ｅを挟んで配置されている。Ｌ字状の各連
結片１３Ｄは、
一方側を第１固定部材本体１３Ｃの下面に当接し、他方側を第１固定部材本体１３Ｃの下
面から下方向に垂下する向きにしている。また、各連結片１３Ｄの他方側は第１固定部材
本体１３Ｃの一方の辺に沿うように配置されている。各連結片１３Ｄの他方側の先端部（
下端部）には板厚方向に貫通して上下に並んで一対のねじ孔１３Ｊが形成されている。
　第１固定部材１３Ａは、各連結片１３Ｄを便器固定部材１１の固定片１１Ｄに当接させ
て、各ねじ孔１３Ｊに便器固定部材１１の固定片１１Ｄの複数の挿通孔１１Ｅの内の一部
を合わせ、各ねじ孔１３Ｊに合わせた各挿通孔１１ＥにねじＳ１を挿通し、各連結片１３
Ｄのねじ孔１３ＪにねじＳ１を締め込むことによって、便器固定部材１１に連結されてい
る。
　便器固定部材１１に第１固定部材１３Ａを取り付けたところで、フレーム５０を便器固
定部材１１に取り付け、下側前板５１をフレーム５０に取り付ける（図１、１１参照。）
。詳細は後述する水洗式便器１の施工方法において説明する。
【００１６】
　第２固定部材１３Ｂは、後述する便器本体１０を便器固定部材１１に取り付け、洗浄管
１４を便器本体１０に取り付けた後に第１固定部材１３Ａに取り付ける。
　第２固定部材１３Ｂは、水平方向に拡がる平板状をなし一方向に延びている。第２固定
部材１３Ｂは長手方向の中央部に板厚方向に開口して開口孔１３Ｌが形成されている。ま
た、第２固定部材１３Ｂには開口孔１３Ｌを短手方向に挟んで開口孔１３Ｌの近傍に一対
の挿通孔１３Ｍが形成されている。また、第２固定部材１３Ｂは開口孔１３Ｌを長手方向
に挟み、一方の長手方向の辺から他方の長手方向の辺に向けて切り欠かれた一対の第１切
欠き部１３Ｎが形成されている。
【００１７】
　また、第２固定部材１３Ｂは一方の長手方向の辺の両端部のそれぞれに固定部１３Ｐが
設けられている。各固定部１３Ｐは、第２固定部材１３Ｂに直交する方向に立ち上がる基
部１３Ｑ、基部１３Ｑの先端から第２固定部材１３Ｂに平行な方向であって、第２固定部
材１３Ｂから離れる方向に屈曲して延びる屈曲部１３Ｒ、及び屈曲部１３Ｒの先端から、
第２固定部材１３Ｂに直交する方向であって、第２固定部材１３Ｂから離れる方向に延び
る先端部１３Ｓを具備している。各先端部１３Ｓには板厚方向に貫通するねじ孔１３Ｔが
形成されている。
　また、第２固定部材１３Ｂには、各固定部１３Ｐの基部１３Ｑの近傍のそれぞれに長手
方向に延びて一対の長孔１３Ｕが貫通して形成されている。
【００１８】
　ソケット３０は後述する便器洗浄タンク１２の流出口１２Ａと後述する便器本体１０に
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連通する後述する洗浄管１４とを接続する。ソケット３０は外形がほぼ円筒状をなして中
心軸Ａが上下方向に向いている（図８参照。）。ソケット３０は第１筒部３０Ａ及び第２
筒部３０Ｂを具備している。第１筒部３０Ａは円筒状をなしており内側が円筒状の上面か
ら下面に向けて傾斜しつつ縮径した傾斜面３０Ｌを具備する絞り部３０Ｃが形成されてい
る。また、第１筒部３０Ａの外周面には、周方向に窪んで形成された溝３０Ｄが形成され
ており、溝３０ＤにＯリング３０Ｅが嵌め込まれている。
【００１９】
　第２筒部３０Ｂは第１筒部３０Ａより外径が小さな円筒状をなしている。第２筒部３０
Ｂは第１筒部３０Ａに対して同軸上に、第１筒部３０Ａの下面の外縁部３０Ｋよりも内側
から下方に延びている。また、第２筒部３０Ｂの外周面には、ねじ山が形成されている。
ねじ山には袋ナット３０Ｆが螺合されている。また、袋ナット３０Ｆの内側には、円環状
をなし可撓性を有したパッキン３０Ｇが第２筒部３０Ｂの下面に沿うように配置されてい
る（図５参照。）。
【００２０】
　また、第１筒部３０Ａの下面には第２筒部３０Ｂを挟んだ反対の位置に第１筒部３０Ａ
の上面に向けて窪んだ一対のねじ穴３０Ｈが形成されている。各ねじ穴３０Ｈは傾斜面３
０Ｌの下方であって、絞り部３０Ｃよりも下方の第１筒部３０Ａに位置している（図５、
６参照。）。
　ソケット３０は、第２筒部３０Ｂの下面から第１筒部３０Ａの上面に向けて絞り部３０
Ｃの内径より大きい内径の挿入部３０Ｊが形成されている（図５、６参照。）。挿入部３
０Ｊには後述する洗浄管１４が挿入される（図６参照。）。挿入部３０Ｊに挿入された洗
浄管１４の端は第２固定部材１３Ｂの開口孔１３Ｌよりも上方に位置する（図６参照。）
。挿入部３０Ｊは第２筒部３０Ｂの下面から第１筒部３０Ａの下面と上面との間の位置ま
で延びて形成されている（図５、６参照。）。つまり、挿入部３０Ｊは第１筒部３０Ａの
下面よりも上面側まで形成されている。
【００２１】
　第２固定部材１３Ｂは開口孔１３Ｌに固定部１３Ｐの基部１３Ｑが延びている方向から
ソケット３０の第２筒部３０Ｂを挿通している。そして、第１筒部３０Ａの下面の外縁部
３０Ｋを第２固定部材１３Ｂの開口孔１３Ｌの外周縁部に載置し、第１筒部３０Ａの一対
のねじ穴３０Ｈに第２固定部材１３Ｂの挿通孔１３Ｍを合わせ、挿通孔１３Ｍに対して固
定部１３Ｐの基部１３Ｑが延びていない方向からねじＳ２を挿通してねじ穴３０Ｈに締め
込まれている。こうして、ソケット３０は第２固定部材１３Ｂに固定されている。
　ソケット３０は第１筒部３０Ａの下面にねじ穴３０Ｈを形成している。このため、ソケ
ット３０はねじ穴を形成する目的で第１筒部３０Ａの外周面から鍔状に拡がる鍔形状を設
けなくて済み、鍔形状を設けない分ソケット３０の最大の外径を小さくすることができる
。
　さらに、ねじＳ２が第１筒部３０Ａの外周面の外側に沿って配置しなくて良いため、後
述する便器洗浄タンク１２の流出口１２Ａに、ねじＳ２が干渉することを考慮しなくて済
む。つまり、便器洗浄タンク１２の流出口１２Ａに、ねじＳ２が干渉することを避けつつ
、流出口１２Ａに挿入される第１筒部３０Ａの挿入代を確保するために第１筒部３０Ａの
上下方向の寸法を大きくする必要がないため、第１筒部３０Ａの上下方向の寸法をより小
さくすることができる。これにより、便器洗浄タンク１２をより低い位置で取り付けるこ
とができ、取り付け易い。
　また、第２筒部３０Ｂの外周面に第１筒部３０Ａと同じ外径の鍔形状を設け、鍔形状に
ねじ穴を形成した場合、鍔形状の厚みや、鍔形状に形成されたねじ穴に締め込むねじのね
じ頭の厚みの分、第２筒部３０Ｂの上下方向の寸法（すなわちソケット３０の上下方向の
寸法）を大きくする必要がある。これに対してソケット３０は、鍔形状を設けない分、第
２筒部３０Ｂの上下方向の寸法を小さくすることができる。
【００２２】
　便器本体１０は、図４に示すように、便鉢部１０Ａ、便鉢部１０Ａの下流側に連通した
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便器排水路（図示せず）を有している。また、便器本体１０の後面には、便鉢部１０Ａ内
に洗浄水を供給する流入口（図示せず）が形成されており、流入口には外形がほぼ円筒状
をなしたスパッド１０Ｂが連通して連結されている。また、スパッド１０Ｂの先端部（便
器本体１０から離れた側）の外周面には、ねじ山が設けられており、ねじ山に袋ナット１
０Ｃが螺合されている。また、袋ナット１０Ｃの内側には、円環状をなし可撓性を有した
パッキン１０Ｄがスパッド１０Ｂの先端面に沿うように配置されている（図５参照。）。
また、便器本体１０の後面には、便器排水路の下流端が連通する排出口１０Ｅが形成され
ている。また、便器本体１０の後端部の左右両側のそれぞれには前後方向に貫通してボル
ト挿通孔１０Ｆが形成されている。
　便器本体１０は、各ボルト挿通孔１０Ｆに後方から便器本体取付けボルト１１Ｃが挿通
され、各ボルト挿通孔１０Ｆから突出した便器本体取付けボルト１１Ｃの先端部にナット
１１Ｆを締め込むことによって便器固定部材１１に固定される（図１、１２参照。）。つ
まり、便器固定部材１１は便器本体１０を固定する。また、便器固定部材１１が有する一
対の脚部１１Ａは、便器本体１０を固定した状態において、便器本体１０よりも後方で左
右に並んで上下方向に延びている（図１３、１４参照。）。
【００２３】
　洗浄管１４は、図５、６に示すように、一端から他端にわたり同じ外径に形成された円
筒状の金属パイプをＬ字状に曲げ加工を施すことによって形成されている。Ｌ字状をなし
た洗浄管１４の一方側及び他方側の中心軸方向の寸法はほぼ同じである。このため、洗浄
管１４は一方側及び他方側の位置が入れ替わっても取り付けることができる。洗浄管１４
は上流端部である他方側を上方向に向けて、下流端部側である一方側が便器本体１０のス
パッド１０Ｂに挿入される（図１３参照。）。
【００２４】
　第２固定部材１３Ｂに固定されたソケット３０は挿入部３０Ｊ（図５、６参照）に上方
向を向いた洗浄管１４の上流端部側である他方側が挿入されており、第２固定部材１３Ｂ
が第１固定部材本体１３Ｃに載置されている（図１４参照。）。そして、図３に示すよう
に、第２固定部材１３Ｂの一対の長孔１３Ｕを第１固定部材本体１３Ｃの第２切欠き部１
３Ｅの近傍の一対のねじ孔１３Ｆに合わせている。そして、各長孔１３ＵにねじＳ３を挿
通し、第２切欠き部１３Ｅの近傍のねじ孔１３ＦにねじＳ３を締め込むことによって、第
２固定部材１３Ｂは第１固定部材１３Ａに固定されている。
　また、図８に示すように、ソケット３０の中心軸Ａが便器固定部材１１の一対の脚部１
１Ａの後端１１Ｈよりも前方に配置されている。脚部１１Ａの後端１１Ｈは、脚部１１Ａ
の上側の後端部において上下方向に延びる側面として形成された部分である。なお、ソケ
ット３０の中心軸Ａは、便器固定部材１１の一対の脚部１１Ａの後側の角部１１Ｊよりも
前方に配置されることがより好ましい。このため、ソケット３０と便器本体１０のスパッ
ド１０Ｂとの前後方向の寸法がより小さくなり、これに伴い、洗浄管１４の長さがより短
いものとなっている。
【００２５】
　便器洗浄タンク１２は、図７に示すように、ほぼ長方体形状をなしている。また、便器
洗浄タンク１２が設置された状態において、便器洗浄タンク１２の下端面には円筒状をな
して下方向に突出して流出口１２Ａが形成されている。また、便器洗浄タンク１２の下端
部には連結部１２Ｂが設けられている。連結部１２Ｂは、例えば、鋼板に折り曲げ加工を
施す等して形成されており、便器洗浄タンク１２をタンク固定部材１３に載置した際に、
第１固定部材本体１３Ｃの各延長部１３Ｇのねじ孔１３Ｈ、及び第２固定部材１３Ｂの各
固定部１３Ｐのねじ孔１３Ｔに連通する複数の挿通孔１２Ｃが設けられている。
【００２６】
　便器洗浄タンク１２はタンク固定部材１３に載置されている。便器洗浄タンク１２の流
出口１２Ａにはソケット３０の第１筒部３０Ａが挿入されている（図８参照。）。第１筒
部３０ＡのＯリング３０Ｅが流出口１２Ａの内周面に当接して押しつぶされることによっ
て、便器洗浄タンク１２とソケット３０とが水密状に連結されている（図８参照。）。そ
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して、便器洗浄タンク１２の連結部１２Ｂの各挿通孔１２Ｃが第１固定部材本体１３Ｃの
各延長部１３Ｇのねじ孔１３Ｈ、及び第２固定部材１３Ｂの各固定部１３Ｐのねじ孔１３
Ｔに合わせられ、各挿通孔１２ＣにねじＳ４を挿通して、第１固定部材本体１３Ｃの各延
長部１３Ｇのねじ孔１３Ｈ、及び第２固定部材１３Ｂの各固定部１３Ｐのねじ孔１３Ｔに
ねじＳ４を締め込むことによって、便器洗浄タンク１２がタンク固定部材１３に固定され
ている（図１５参照。）。つまり、タンク固定部材１３は便器固定部材１１に連結され便
器洗浄タンク１２を固定する。
　このとき、第１固定部材本体１３Ｃの各延長部１３Ｇのねじ孔１３Ｈは、便器洗浄タン
ク１２の左右の外側に位置している。
【００２７】
　また、図８に示すように、便器洗浄タンク１２の流出口１２Ａは便器洗浄タンク１２の
前後方向の中央部に形成されており、ソケット３０の中心軸Ａが便器洗浄タンク１２の前
後方向の中央部に位置している。なお、便器洗浄タンク１２の前後方向の中央部とは、便
器洗浄タンク１２の前端部及び後端部を除いた部分であり、前後方向の中央、及び前後方
向の中央から前後方向に若干ずれた位置も含む。そして、ソケット３０の中心軸Ａが便器
固定部材１１の一対の脚部１１Ａの後端１１Ｈよりも前方に位置している。これにより、
便器洗浄タンク１２の重心が便器固定部材１１のほぼ真上に位置することになる。このた
め、水洗式便器固定部材９０は便器洗浄タンク１２を便器固定部材１１でバランスよく支
持することができる。
　また、便器固定部材１１に対して便器洗浄タンク１２の位置がより前方向に位置するこ
とになるため、水洗式便器固定部材９０は便器本体１０の前端から便器洗浄タンク１２の
後端までの寸法をより小さくすることができ、設置した水洗式便器１における前出寸法Ｌ
をより小さくすることができる（図１参照。）。
【００２８】
　次に、水洗式便器１の施工方法について説明する。
【００２９】
　先ず、図９に示すように、水洗式便器１を設置する設置面Ｆに便器固定部材１１を取り
付ける。このとき、便器固定部材１１の向きを各便器本体取付けボルト１１Ｃが前方向に
突出する向きにして、一対のベース部１１Ｂの下面を設置面Ｆに当接させ、便器固定部材
１１の各ベース部１１Ｂを設置面Ｆに複数のボルト１１Ｇを用いて固定する。
【００３０】
　次に、便器固定部材１１の後側に排水管７０等を敷設し、図１０に示すように、第１固
定部材１３Ａを便器固定部材１１に取り付ける。このとき、第１固定部材１３Ａの各連結
片１３Ｄを便器固定部材１１の固定片１１Ｄに合わせつつ、各連結片１３Ｄの各ねじ孔１
３Ｊに便器固定部材１１の固定片１１Ｄの複数の挿通孔１１Ｅの内の一部を合わせる（図
３参照。）。そして、各ねじ孔１３Ｊに合わせた各挿通孔１１ＥにねじＳ１を挿通し、各
連結片１３Ｄの各ねじ孔１３ＪにねじＳ１を締め込み、第１固定部材１３Ａを便器固定部
材１１に固定する。
【００３１】
　次に、図１１に示すように、フレーム５０及び下側前板５１を取り付ける。
　フレーム５０は一方向に長く形成された複数の柱状部材を格子状に組んで形成されてい
る。フレーム５０は便器固定部材１１に柱状部材の一部を連結し、敷設された排水管７０
、便器固定部材１１、第１固定部材１３Ａ等を囲うように便器固定部材１１に固定する（
図１参照。）。
　下側前板５１は平板状をなしている。下側前板５１には開口孔５１Ａが設けられている
。下側前板５１をフレーム５０の前側に沿うようにフレーム５０に固定する。なお、下側
前板５１の開口孔５１Ａは便器固定部材１１の一対の脚部１１Ａの間に位置している。
【００３２】
　次に、図１２に示すように、便器本体１０を取り付ける。このとき、便器本体１０のボ
ルト挿通孔１０Ｆに便器本体取付けボルト１１Ｃを挿通し、ボルト挿通孔１０Ｆから突出
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した便器本体取付けボルト１１Ｃの先端部にナット１１Ｆを締め込み、便器本体１０を便
器固定部材１１に固定する（図１参照。）。そして、便器本体１０の排出口１０Ｅに排水
管７０を接続する（図１参照。）。便器本体１０の上端と下側前板５１の上端とは高さ方
向の位置がほぼ同じである。
【００３３】
　次に、図１３に示すように、洗浄管１４の下流端部側である一方側を便器本体１０のス
パッド１０Ｂに接続する。このとき、洗浄管１４を第１固定部材１３Ａの第２切欠き部１
３Ｅを介して洗浄管１４の一方側をスパッド１０Ｂに挿入するため、洗浄管１４が第１固
定部材１３Ａに接触する機会を減らすことができる。このため、水洗式便器１のように、
作業する作業空間が狭い場合において、洗浄管１４を便器本体１０に取り付ける作業にお
ける作業性が良好である。つまり、第１固定部材１３Ａは、便器固定部材１１に固定され
た便器本体１０に洗浄管１４を取り付ける際に、洗浄管１４が接触することを避けるよう
に切り欠かれた第２切欠き部１３Ｅが形成されている。
　また、このとき、スパッド１０Ｂの袋ナット１０Ｃは締め込まないが、洗浄管１４は上
流端部である他端側を上方向に延びた状態にして保持される。
【００３４】
　次に、図１４に示すように、ソケット３０が固定された第２固定部材１３Ｂを第１固定
部材１３Ａに取り付ける。このとき、ソケット３０の挿入部３０Ｊに洗浄管１４の上流端
部側である他方側を挿入し（図５、６参照）、第２固定部材１３Ｂを第１固定部材本体１
３Ｃに載置する。
　このとき、ソケット３０の袋ナット３０Ｆの高さ方向の位置は、便器本体１０の上端及
び下側前板５１の上端の高さ方向の位置より上である（図１参照。）。
　そして、便器本体１０に対する洗浄管１４の位置や、第１固定部材１３Ａに対する第２
固定部材１３Ｂの位置等を調整した後、スパッド１０Ｂの袋ナット１０Ｃ、及びソケット
３０の袋ナット３０Ｆを締め込む（本締め）。このとき、スパッド１０Ｂと洗浄管１４、
及びソケット３０と洗浄管１４が互いに水密状に連結され、洗浄管１４の位置が容易にず
れない程度に袋ナット１０Ｃ及び袋ナット３０Ｆを締め込む。
　ソケット３０の挿入部３０Ｊが第２筒部３０Ｂの下面から第１筒部３０Ａの下面と上面
との間まで延びており、挿入部３０Ｊに洗浄管１４が挿入される挿入代がより長くなって
いるため、施工時において洗浄管１４の長さのばらつきをより広範囲に許容することがで
きる。
【００３５】
　また、袋ナット１０Ｃ及び袋ナット３０Ｆを締め込む際にはモンキーレンチ等の工具を
用いる。タンク固定部材１３は便器固定部材１１に固定された状態において、第１切欠き
部１３Ｎがソケット３０の左右に形成されいる。また、第１切欠き部１３Ｎは、袋ナット
３０Ｆの上方の左右に位置している。モンキーレンチ等の工具は、持ち手側が袋ナット３
０Ｆよりも上方に持ち上げられて傾いた姿勢で袋ナット３０Ｆの前側上方（図１４におけ
る、手前上方）から袋ナット３０Ｆに係合し、この姿勢でソケット３０の軸周りに回動す
る。
　また、第１切欠き部１３Ｎは、袋ナット１０Ｃの上方の左右に位置している。モンキー
レンチ等の工具は、持ち手側が袋ナット１０Ｃの上方に位置した姿勢で袋ナット１０Ｃの
上方（図１４における、上方）から袋ナット１０Ｃに係合させ、スパッド１０Ｂの軸周り
に回動する。
　こうして、第１切欠き部１３Ｎによって、モンキーレンチ等の工具の持ち手側が第２固
定部材１３Ｂに接触する機会を減らすことができ、モンキーレンチ等の工具をソケット３
０の軸周り及びスパッド１０Ｂの軸周りに回動させる範囲をより広くすることができる。
これにより、水洗式便器１のように、作業する作業空間が狭い場合において、洗浄管１４
と便器本体１０のスパッド１０Ｂとを接続する作業、及び洗浄管１４とソケット３０とを
接続する作業における作業性を良好にすることができる。つまり、第２固定部材１３Ｂは
、ソケット３０と洗浄管１４の上流端部とを接続する際、及び洗浄管１４の下流端部と便
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器本体１０の流入口に連結されたスパッド１０Ｂとを接続する際に用いるモンキーレンチ
等の工具が接触することを避けるように第１切欠き部１３Ｎが切り欠かれて形成されてい
る。
　そして、第２固定部材１３Ｂの一対の長孔１３ＵにねじＳ３を挿通して、第１固定部材
本体１３Ｃの第２切欠き部１３Ｅの近傍のねじ孔１３ＦにねじＳ３を締め込み、第２固定
部材１３Ｂを第１固定部材１３Ａに固定する（図３参照。）。
【００３６】
　次に、図１５に示すように、便器洗浄タンク１２をタンク固定部材１３に固定する。こ
のとき、便器洗浄タンク１２はフレーム５０の隣り合う柱状部材の間をくぐらせてフレー
ム５０の前方からタンク固定部材１３の上方に配置する。そして、便器洗浄タンク１２を
下降させて、便器洗浄タンク１２の流出口１２Ａにソケット３０の第１筒部３０Ａを挿入
する（図７、８参照。）。
　そして、便器洗浄タンク１２の連結部１２Ｂの各挿通孔１２Ｃを第１固定部材本体１３
Ｃの各延長部１３Ｇのねじ孔１３Ｈ、及び第２固定部材１３Ｂの各固定部１３Ｐのねじ孔
１３Ｔに合わせる（図７参照。）。そして、各挿通孔１２ＣにねじＳ４を挿通し、第１固
定部材本体１３Ｃの各延長部１３Ｇのねじ孔１３Ｈ、及び第２固定部材１３Ｂの各固定部
１３Ｐのねじ孔１３ＴにねじＳ４を締め込み、便器洗浄タンク１２をタンク固定部材１３
に固定する（図７参照。）。
【００３７】
　ソケット３０は、絞り部３０Ｃ（図３、５、６参照）によって便器洗浄タンク１２から
流入する洗浄水の流れがスムーズになり、洗浄水が流下する方向に絞り部３０Ｃが縮径す
ることによって洗浄水を勢いよく流すことができる。
　また、タンク固定部材１３は、便器固定部材１１に固定された状態において、第２固定
部材１３Ｂが第１切欠き部１３Ｎより左右外側の前端部に便器洗浄タンク１２を固定する
固定部１３Ｐを有している（図３参照。）。第２固定部材１３Ｂの固定部１３Ｐがソケッ
ト３０に対して第１切欠き部１３Ｎを挟んだ位置に設けられているため、モンキーレンチ
等の工具をソケット３０の軸周りに回動させ易くしつつ、便器洗浄タンク１２を固定する
ことができる。
【００３８】
　次に、上側前板５２をフレーム５０に取り付ける（図１参照。）。上側前板５２は平板
状をなしている。上側前板５２の左右方向の寸法は下側前板５１の左右方向の寸法と同じ
である。上側前板５２の左右方向の位置を下側前板５１の左右方向の位置に合わせて、上
側前板５２の下端を下側前板５１の上端に合わせてフレーム５０の前側に固定する。
【００３９】
　このように、水洗式便器固定部材９０は、タンク固定部材１３に取り付けられたソケッ
ト３０の中心が、脚部１１Ａの後端１１Ｈよりも前方に位置し、便器洗浄タンク１２の前
後方向の中央部に位置しているため、便器洗浄タンク１２の重心が便器固定部材１１のほ
ぼ真上に位置することになる。このため、水洗式便器固定部材９０は便器洗浄タンク１２
を便器固定部材１１でバランスよく支持することができる。また、便器固定部材１１に対
して便器洗浄タンク１２の位置がより前方向に位置することになるため、水洗式便器固定
部材９０は便器本体１０の前端から便器洗浄タンク１２の後端までの寸法をより小さくす
ることができ、設置した水洗式便器１における前出寸法Ｌをより小さくすることができる
。
【００４０】
　したがって、本発明の水洗式便器固定部材９０は、便器洗浄タンク１２を良好に支持す
ることができる。
【００４１】
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例１に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
（１）実施例１では、第１固定部材本体に一対の連結片が連結されているが、第１固定部
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材本体と連結片とを一体的に形成してもよい。
（２）実施例１では、ソケットに一対のねじ穴が形成されているが、ねじ穴を１つ形成し
てもよく、３つ以上形成してもよい。
（３）実施例１では、第２固定部材に固定部が形成されているが、固定部を第１固定部材
に設けてもよい。
（４）実施例１では、第２固定部材にソケットを固定しているが、例えばソケットより大
きい外径の円環状をなした円環部材にソケットを固定し、円環部材を第２固定部材に固定
してもよい。つまり、円環部材を介してソケットを第２固定部材に固定してもよい。
【符号の説明】
【００４２】
　１０…便器本体
　１１…便器固定部材（水洗式便器固定部材）
　１１Ａ…脚部
　１１Ｈ…脚部の後端
　１２…便器洗浄タンク
　１２Ａ…流出口
　１３…タンク固定部材（水洗式便器固定部材）
　１４…洗浄管
　３０…ソケット
　９０…水洗式便器固定部材

【図１】 【図２】
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